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ィデスを，エチエンヌ・ドレ（1509－1546）

一一　47　一



・1酷ケ威、・ベール・汗チエンヌはプ、を卿ち雛牒躰の弛クシ、綬
　　ラ、トンをそれぞ亀自らの手で出版し・、プ’・．は・筏らブノセジゴア階級ρ財産め一ヅつで1・

　　ラン琴人の前に次々とギ旦㌢ア■　1＃，一マ’』わったr・華麗な装訂め特製豚書籍を作Pt　”

　　の古典が明ちかにされそいつた6またア『’することで有名であっな出版業者，、アシ，

　　ミ9．（・5・3み細｝ζよるプ．リ蜘・コtttト㌃ヌ・ヴェ・ラーL一’・レ：は・多・くの蘇を

　　スφみごとな全訳ほ∴非常な好評を博し1バト官ン1ご痔ち・．その中に峠国王．セヤル・

　　た痂あった・との当時の週咄版部・ヒ8世や・tイ理槍熱砂v・た・…

∫数親出砂ゆった（せv・ぜy・・Q・・部しこのよづ聴代にあっρラン咽立

　f，y，2000部といわれる）ので；こ函←ρ作L図書鯨の前身・、即王文圃さその巾容を充

、，品は固し磁多くの版を動な・さら『実させて晒たの飾弼印刷本国ミ硫、

急雷蘇張とV・う行為力1マ1かに人丈てゆ！こと雌って当尊霊ろう・’、

　主導と探1ぐ関や？てめる認む崇時㊧著ージラ9スにお．ejlる人‡主義め運動ぼ’

　　名な煉蟻者酒癖ε皆出版業者・ラ：ラシカ雌の糊どなつ磯趣

　　呼野軌鮒臨棚究㌣適切な1哲醐》教勾ソノヒボ獄学蛇

懇砦；鷲騰補隻雪ご驚塵藻欝∫
露騰綜島騨亨獅1隷罐生蘇㌻維ズ・

　　融さ細噸献凝滞Σ饗驚礎欝擁撫
　　　　　　　7㍗ウ．幌7瑚ρ骸∴1め万シ琢踪織軸瀬を耀し；．い　　｝ま・な、唾・。tt

喉『ガ・暁勾』が串版今れだ叫，加てφ答酬龍はあかり脚
　　153痢ζ≒聯1，一聯の鵠1∵そ双盤つととになる・これらか引、！

L嗣’鞭とヤ’うこと洗耐熱抑擁ジデシネヤレ禰ンk・4文蟻翻を．
　・行とな？ゆ’たこOZS囲気の中で・・知的軟繕花火のよ独一時的なものに遇

　，生活蘇中興ζ叙ナ筍よ匝なジ単に僧院や［ぎぬ≒すう評価事斑・わけではない◎し・、

　　限『れた木学プ群ナの狐偉物ではなタ・な1㌃かし∴少なくζも印刷輝術ρ寄事と相侯「

　　転鄭聯丁されたr折本や蜥本1・：づ紳的齢幽の齢を織朗々：．
　　蜥本脚台細頸るこ凝榔市の1”’1　、’　〈とい妊起嚇代に浴て｝醜お限一．

　　塑ジr7晒鯨し空港b牟ので1一みれた人姪あ噸ミ〉に普及さ壁と、l
　F「あるも鋭いつ下も時事や下層低回にまでtt脳・う点では看過レ得ぬ渾動であゑた・国、’

　之、う幅た嵐習が演禄したわ励では＄ちろ・立図書館㊥基礎がピの時代に確掌したど



≒がらであρた≒いうべきであろう』．

　、2『．7・ラ？ス最初の印刷本目録

　　　　　　　　　　　　　らバコ　　　　　　　　　　　へ　　先述のようにジャルル8世はナポリ：か幽

三傑幣撃てきたので嫡力㍉その
　際持ち帰られた書物の中にはかなり多く’・’

　㊧印刷本が含まれ｝でめた。をの後フラ〉・ご

　界での印刷の流行によ［り次々と印棚本が、・・

ノ国王文琳鞭ち締ので嫡が個王
　文庫全体の蔵書構成では16世紀中は依然tt

　として手写本の方が主流を占めており，．’　・．

印刷本はその腕まば昧撫す碓摩
であっ々・・印刷奉逆木に．ζもな引回

「ド {だけを集めて，一つのまとまった蔵書㌦
　　　　　　　　　　　　　　　ドじ
・群を設置しようとする試みは・17世紀初

　頭・，ルイ13世時代まで待だlaばならな冷「

　つたのである。すなわち162’2年頃1国手

．文庫管理の任にあbた二iltラ・1リゴー7

、（IS77r・65i4’）諏献学者ソ〆層α188

　－1653）等の協力を得でこの事業に取り

郷⑳であや嬉のリキ嘱樋う一
フランスの瞬甦語る蜂まさ咄発’
、点と考えられでいる。

’莞靱画所即鰭め状齢稼，’
　の財産目録（主事の牟：てρ財産津列挙し一

翻を飢蝿帳）に蜘獣徽砿1
　つの蔵書群から成っていた。1すなわち，，’．

　　（1）’2・『Q69冊前後り手写本のみ炉ら成’

　　　る，古い本ばかり．の蔵書群6

　’（2）1　21　643冊の比較的新しく蔵書に加

　　　えちれた本から成る蔵書群。1この中

　t’には印刷奉・手写本が混在してゼう。

　　￥．t一等嫉，1ヲづ二つ『誓書群φ区分

　を基礎年・．新しめ蔵書群の中を手写本と、・

r醐こ分け；，そ搾れ飛下翠㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　一49」・・

るこ、どに力をそそぎ自録を作成した6．トご・

の目録は次の五部に分かれている。』

　（ユ）湾Q69珊ρ手穿本か5成る古y・ra　・：

　　書群6．’　’1、，！，　　幽　☆ご　　1∫

「，（2＞新しい添書群の中のラーテ，ン語写’、

源本∴　∫・1ぞ．
（3細し臓蝋の中のフラツ庸ご，

　　イタリア語∴ス．ペイン語写本。

　（4）≒伺・・四望い蔵書群の中の印刷本6一，　’

伽で・こ：勿惑の曙嘆4番目ど『
第5番目のものが，，、国王文庫の印刷本鼠

靴ゆ最的ものである・t・t．典1蜘・、

，ずか！こ20やジ嘩ρ帥めて簡略軸「、

のであって，即刷年月も1本の体裁も，・一・・

』分類番号も示されておらず1書誌的記入

一どしてはきわあて不十分なものである。

そφ華碑となった財産目録9）記韓の方が

書誌的にもはるかに豊富であり，，前者は

騨喋約にすぎないと唾タラ・ttt
　一リ≠一ρ印刷本目録とプ原奉である財

産晦の髄歓砒斡でみよワ・’リ㌧tt

、ゴごめ印刷和録第5部・「万ンス端

整リア訥古欝騨J本坤φ最初の

紛は即よう樋の鱗る6．，
　イタリア語聖人列伝』F』ラ・マネルビ著。一t一

．Vie　deS　sain6tes　，．ei　italien，　Par　iNieolas

Manerbi．　‘

イタリ廟難・1恥1・r・4t・li・n・　ft”

　湖めテンスロジト第三部，聖盃探索および
’1 ~卓騎＝ヒ物語の量終部共。．’La　ti6rc6　Partie　．、

de　Lanceldt　du’・Lac，，aVgc’@一la’@Queste　dq　，

sairit，　Grqial．，　et　，la　．，dernieye，p4rtie　de　！a　／．

’　Tab！e’Ronde．　一．．

　ア’Y．r王四諦孕・m・nl　q・、　r・i、　A「t…．

　フラジヌ年代記3巻，シャルル7世まで。

Ch・・．・igu・・d弓F・三組3．・01μm・・l　j・lq幽



　　晦箆謡に∫1阿1沼1』1∫．．＼葡無腰』喚妙想・畑；画顔6．’、
　　　・／pmLiti，5，liL4．）sma．　6　l　a，tter　des．，histoires．．　，　J　．　L，’　1．’an　14ss．

　　，’・リ盆「φ月録に1まとめik．　5，に簡単な記；．以上の訴訟がら・．ヴ，ギーの『鍮ヰそれ

・継しカか。砂程転廟画一主．∫・まで手藩論在して唖軌．ら印刷を、

　　・痢本1・＊3一，二丁である男産目録1こ怠v惚気　P）’理解されよ．う。1．

　ご次のように記載されているd・・i「と

　　　叢論野嘱畑ゆ会版図r・方ピ阜僻明録「・’t　・　・、　1’

　　ヴまネ下木・1≒？ラオ1・ディ．・「マネプレご慈　1　一一1．622年頃？ゴ壮が作成レた骨録は∴．

　　1繕7並屋Vi・毒帥1・1・P　’it41．ign，　・pa．・、「・64ら年』デ｛「ピユィ聯によつ敢訂・ざ

　　’N’・⇔1・・’・　d’M・h¢・bi・・4・tdl・・　m・…姻el・・lr凝，・克te’st7レ∴旗6衣・5合2ヨ・

　　9・din・’・ani・1・duJ・鵬i⑳rim6、r映暫5・tt　t　1’t65i＞，　i弟ジヤツクー・デiピ’zイ（’15s6．：，　，　・、

、〆・漏り：始まψ・リ’ア語畢か部・tl’　”』・656璋共幽時躇舷学者で．靭，・『・

．・

　　　・ラ効職試論・巻．浩王・レ承チ：観・舜⑳1に矧雌；ブ子ピ級
　　1斗皮に印胤・探飾2一ラヒス年飛記第才巻　・兄弟依1・＄2g舟の印刷本に新ヵ「な肇三寸，

　　、』隔年まで・ワブ財年代記第3．巻物1シヤ．zV号をづゆ『甲主文庫目録第三部』Cat・1・一．・

　　・・雌曝で6’　L6・・eゆv・1噸⑱・・騨1元b・6⑳Blも！iQth・6・e・egi・e・　Pars・．、

　　．d6晦・e，lfi・issa・ga晦・＄7ゆ瞬．・．．整馨琴II原！；・タイ下・レが並濡れ下v’登、∫

　　、・・lh血6416．dhf・ni…ミ岬・a鵬fi弁画t．にすぎなVが・・別にアルブァ．づ’州1頃の・

：・．』a’ P4⑩ゆ1・g・・Cha・i・岬・1一・一…1．「「r境欝付されて唖剛≒鯨1ヰずρ．tt

で∵∵轡∵陛　1轡マ1∴◎



「こヒ

　　デ詑ユィ聯叩鋼謎嬬リゴ、「r胴靴諦巻個上一撒』・琉．

．』』

P潔細細諜蹴1菱嘉聯四11岬岬鱒隅．堺1
・って磁、・。・・灘洗面示》た珊ゐ〆・284髪際瀬・巻’：：秘逝瞬輿8’・

・数字力1・こ・の購中で嘩理番号で南う・．，レ2・4世紀馳欄までの印届唾本病．

斎鎌1欝欝；ll鷺窪肇㌶徽隷
1藷謙器譜鵠謙』』篇蟻㍉欝欝譲▽
M・h・fbi畑。，　fr、q。・。。・1・血・ld。le。，e．．・球るゆで・1駐徽停り』で磐趣

F・ii◎Y・蝋・475．一　’t／層∴．．．．t・　ttてフランス国際書論FP届体部DePartef　／

　　49・．l　it｝と始まり黙示録に終わるイタウァ　ment’d磐、坤♀rim←・1に保存され・，養う・1・．1

　臨訳聖書の’部◎；折版6ヴェ：ネチァ11タ71年』、部は…新輝學入ラ子シ諦蔵書群第1389番，ど』M

および騨騎拗語曝心音隣二搬』ζ∵ブξピ財兄弟幽主蝉整理め年に．1’
り・1488範a』tleギre岬・。　dr　papcelp‡「1あたる三方．．樹を擁しで醐輔パ

、色’ ｿP，6蜘・v61。血。　d。、・’Cht。面。。、　d，家のコ・yクセヨ1シ絹本のみごとさ斡、

舳・e，・“・1・・i画・n・di・t・・d，・S・in・ゆ晦・な師1シ即興書伊那どされ慰

．・e・・ndア・1u血・：d磐：di・t・S釦・Qniq・le・・．1bid，・：’．ζ9）頃の国手‡庫印刷＃『所蔵状況は次．、t



t

L

s

整

　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　鍮難

滞留翻

．’謾�P、’・

　　γだ∵”

〔写真〕’定期刊行物（雑誌）閲覧室
　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　」・旧蔵書群。：二折版904冊，四折版

257冊，入折，十二折等168冊，計1，32　9冊。

　　　　　　　　ノ　”　ILデュピュイ家蔵書。計9，2？5冊。・’二

折版2，079冊，四折版2，828冊，八難，十
　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　サ

ニ折版4，316冊，その他。この蔵書につい

ては，デュピュイ兄弟による上述の目録

が付されている。　・　　　　　　　1

　皿。その他。二折版21冊，四折版32冊，

入折雛，十二折雛等53冊，計106冊。

、この他に未装丁本が懇懇かあり，印刷

本の総計は，10，658冊に達した。

　さらにルイ14世時代，．フランス絶対王

’政の確立どともに国王文庫所蔵本は飛躍

　　　　　し的に増加したが，これはマザラシ，コル

ベールらの政治的指導者に負うところが

大きV・。コルベール時代，すでに蔵書は

35，000冊に達したとV・われるが，この頃

のありさまをアンドレ・’マソンは次のよ

　　　　　　　　　　　　i　　うに記している。

　　《このめざましい発展にあずかρて力があっ

　　た主要入物の一人は，コルベールで，愛書家

　　の彼は自分自身でもかなり充実した文庫をも

　　っていたが，それにカを入れるよりは，もb

　　と王室図書館の充実にとりくんだ。彼が高い、

　　地位に在任中，特別なコレクションの購入や，

　　外国にいるフランス大使たちに課せられた収　／

　　書の使命などのおかげで，蔵書数は4倍にも

　　ふえた。そしてこれは，王に関する一番ρま

　　らないようなものを，上手に利用して行なわ

　　れた。たとえばメッツの大聖堂の僧会員がシ

　　ャルル禿頭王の写本を献上したとき，出ルベ

　　ールは感謝のしるしとして，ルイ14世の肖像

　　を与えるといった具合だった。　　　　’　　．

　　　1680年にフォアの学校が，州知：事ダギ、ユソ

　　一のすすめで，そこに保管する写本をわずか

　　’に貨幣40スーで，コルベールに譲った。さて

　　そこでコル・ミールは，この写本……（中略）

一　52　一一N



　　　　　　　　　　　　　．で　　　．　．tt’　　　い

謡あ黒影て手品るこξ噸・

　．・『の緯対権力を有ずる大臣1香．』自分炉ら進．

物擁蘭要醗然ゆ？た・それ餉こ

論罪駈警面識副
う参・含初多V’髄嬉して鴨・「r／V

犬「・囎贈晦ピレ壁極，多脚宗tW．．

・幣購奪：評論礎講慧磐〔

’欝矯∴灘三尉1窒鴬
．を送らずに二二雛できゆ？ゆ◎、
≧ドレ・叫ン・ボー・ジ・「サノ・幹ン共著・・1

小林宏訳．r図書館』，白水社，「pp．・40こ4P　．

‘臣民法言、ci。ile

％蟹鵜雲斗．
　　chronologi．　．，・一’　・，　1．

慎磁器r卿1
’．1』．豊島ジアtロ逼ゼ

、子等a台子・

∫隔翻｛臨

「慢猛灘1藁㌫
　　皿iCa・et　belg圭ca・、

　M．’フラ・ンス史・．．

、’P・Hi・t噸g・1エi・a

　　35岬冊『塵国王輝臓証本の「1－t

晦作劇r献づ⑳は㌣ヲ・～ク汐・
、ン鱗る職即編曲を費P下，全
　体を23部阿に分頚し1整理番号を与えて、

　・字巻｝『禄ぎ大冊・？体系的月録と・・．・．6』冊の・

著者名のアル㍗べ：ッ「噸略表瀦

〕、不卿も解画で断の主輝ボ嬬
の賓灘作成Vk・』』卵紅噛をナう判，

　翠別冊数は次のと照りであ秘∵、tt．＼．

A，1聖書および翻訳さ・

tt
黷ｽ聖書類’Biblja

．　・　et’ @bibliorum’　int，’　t一・，

．pr．etes・

B．1典礼ILitu・g悌

C．聖t2“　・sdn・ti、．？a－

　tres　・’

D．．神学 　Theolφgi、

・
教
囎
‘

び
切
一

よ
「
e

お
㎞
、
、

議
．
α
、
詩

会
㎝
・
㎝
．

教
C
．
m

宗
法
n
。

，
ぺ
、
会
㎝

E
、
・

2’ﾜ 4折
8折，

12折

・　7871’ ｨooいQ・

，641・・．1：02i　181

4・171／　i2021； ，3so

．5Q2 画主83エ、

　　　L

’3061一　4611’　，・，295［

・1．一83Ql，’，　7stilF　6si

β劇3・・

4281’　640

36g

3841・

633

2281　，　・・　’4531．

．’

Q・60L　・7601．，1　385

N．「イギリ．ス史墨
田i・t6tia　’a・’gl’i・a

ン
a
．
♂

・
、
・
P

イ
給
，
‘
、
h
～

匹
熟

益
加
。
、
　
S
．
－
．

ノ
．
ー
ス
H
就

イ
史
c
a

ン
●
ド
．
m

O
＼

P　：’・雑史．』宜i・t。・i・

　mis6bllanela．’

Ω瀞心癖唾
Ri哲学・　Phi16sophi．

　　　　s

写影Hi6聯「

．Tl医学M≒4耐．

・一

u・・1．数学蝋h・in・ti・i

X：‘ x法学二G士a旗ha－
　tici’　’

Yl’・詩学「1　P6et2e’

Z．．．＊献学Phflqld皇i’

1大型図版本（｝tands

・Li・・e串d喚・弊

　　　　’．1’

剛鋼387
，368

47∴き8。

．k
・｛
X．71・・ユ51 ’278

，　4Q61’．　454

48

・49

30，5．1．

P55　．　工80・

ぐ96’　　83

一　4281　1　”718 ユ，288

・20’ V1J　；・　261h，，　i3821　i．

’　’Si41　，・　，，　8621　1；518

．・ R94

・．　2・73

306

332

・1352

’8，・321

6aj，’一，s5，

一4281　1：・C20

　　’

矧工66・

．9481　・1，　．K121．

．図画i5164・．

∫戸』』与3’』7ン



．㌻隠窓措三三主嫡所二二の．∫・・’Jギ1，朔酬ツ卑戸一硬緯ぴ1
：・冷禰訟ん・挫っ郊判ズ1激関係一∫湯煙Hl・t・iギr畔4・・1，t　b7・a・ti吟

　　書籍が中心でお9，．哲学は牽・しかをζ1「神　　．．Hi・tρi「『、「Oniaine　et　Antiqqit6s：’、』、

’難聴欝藩膿梅膀多舗離賑．♂
理関聯聯痴れもヨμツ～朗Mレ隠；傷獅鵜誌繋

　　．、．、クレタヒの目録ば1684年！『宗成、しだ・N・1イ麹ス早耳i・t・ife　q’　Angi・t・r導1、、

　t　．tカ㍉その間臓四郷聯Fし緯”カ・1§88！』・・α：琳イ．必ポ♪・・ト野史；詐・一回．．

1’ N嘆43・0・・冊磁え碑至？た9．そr1．一1儲国Ptl；・‘「紳．・耳i・睡6』，d”1’．Elp．・9P・・．．・

．ll藩惚識見騨籍ヒ・1‡儲踏濃：副∵・・

繋鎌瀬綴繋鉱；1難濃1∵轡∵

　　辛気滲照し？含・’17・79ス瞬げる『1．1、T．医撃1化学蜘eci血らbh雌r照

驚野1∵∵轡『∵1犠縫鷲謙臨．
　　　・、A・il』聾：㌦耳bヒ、ド、　t　tt、』冠．．，．；h・皿i・べA・ghitectti・e・　A・t岬1毎i・eL・A・t

？㌔欝欝謙畔・じ∫と辮欝熱隷m撫駒・
・・一・ ??D畔r叫哩1％警巡謙離躍繕言」、
デ1黙認綿・二雑蜘即ph㎏負・ゆ1晦，㌧．．冨㌧Fご・∵弓’・・．・
　　　侮⇔喚i・r瞬t6i・6“3今・6r・1・・、t・t、』1♂・・．．・、・’　1・！齢も・．L’・’・・しんじご孫鯵襯．．．




